
［問題Ⅰ］（配点 25）

（１） 𝑥2 + 4𝑥𝑦 + 4𝑦2 − 1 を因数分解せよ。

 𝑥2 + 4𝑥𝑦 + 4𝑦2 − 1 = 𝑥 +   𝑦
2

− 1

    = (𝑥 +  𝑦 −  )(𝑥 +  𝑦 + 1)

（２）  (2𝑥 + 𝑦 + 2)2 を展開せよ。

  (2𝑥 + 𝑦 + 2)2=  𝑥2 +  𝑦2 +  𝑥𝑦 +   𝑥 +  𝑦 +

（３） +  を計算せよ。

 + =

（４） −22 3 を計算せよ。

 −22 3 =

（５） 3 − 5 の値を求めよ。

  3 − 5 = −
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［問題Ⅱ］（配点 25）

（１） 不等式 を解け。

（２） 連立不等式

                             …… ①
                             …… ②

の解を求めたい。

不等式①を解くと …… ③

不等式②を解くと …… ④

求める解は③，④の共通の範囲であるから

（３） 方程式 を解け。

                 ，

（４） 2 次方程式 が異なる 2 つの実数解をもつような

定数 𝑘 の値の範囲を求めたい。この 2 次方程式の判別式を 𝐷 とすると

である。異なる 2 つの実数解をもつのは

よって，求める 𝑘 の値の範囲は

（５） 2 次方程式 を解け。
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𝑥 − 2 = 5
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𝑥2 + 4𝑥 + 𝑘 = 0

𝐷 =  −  𝑘

𝐷 >
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9𝑥2 − 12𝑥 + 4 = 0
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［問題Ⅲ］（配点 25）

（１） 放物線 𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 14 は，放物線 𝑦 = 𝑥2 をどのように平行移動したものであ

 るか。

  𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 14 = 𝑥 − 2 + 

 よって，𝑥 軸方向に          ，𝑦 軸方向に          だけ平行移動したものである。

（２） 2 次関数 𝑦 = 𝑥2 − 2𝑥 − 3 が 𝑥 軸と交わる点を求めよ。

   𝑥2 − 2𝑥 − 3 = 0 とおくと， 𝑥 + 𝑥 − = 0 

   よって，   ,   ，  ，  

（３） グラフが 3 点 −4,  0 ， 0,  −4 ， 1,  0  を通る放物線になるような 2 次関数を

 求めよ。

 𝑦 =  𝑥2 +   𝑥 −

  

（４） グラフが点 3, 0 を頂点とし，点 0, 9  を通る放物線になるような 2 次関数

 を求めよ。

  𝑦 =   𝑥2 −   𝑥 +

  

（５） 2 次関数 𝑦 = −𝑥2 + 2𝑥 + 7 −1 ≦ 𝑥 ≦ 4  の最大値と最小値を求めよ。

  𝑥 =  で最大値 ， 𝑥 =  で最小値 をとる。

  



［問題Ⅳ］（配点 25）

（１） 𝐴 が鋭角で，sin 𝐴 のとき，cos 𝐴 =
  1 

4
 となる。

（２） 直線 𝑦 = 𝑥 と 𝑥軸の正の向きとのなす角 𝜃 は  ° である。

 

（３） 0° ≦ 𝜃 ≦ 180° のとき，不等式 2 sin 𝜃 ≦ 1 を満たす 𝜃 の範囲を求めたい。
 

 sin 𝜃 ≦
1

2 
 より，

  0 ° ≦ 𝜃 ≦ 30 °， 150 ° ≦ 𝜃 ≦ 180 °

（４） △ ABC において，AB = 3，BC = 5，∠ABC = 120° である。線分 AC の長さ

  を求めたい。

 

  余弦定理により，AC2 =  49 AC > 0 より，AC =  7

 

（５） AB = 5，BC = 6，∠ABC = 45° の平行四辺形 ABCD の面積 𝑆 を求めたい。
 

𝑆 =  30  2  
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